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論 文 内 容 の 要 旨
　博士学位申請論文『明治三〇年代生まれ話者による町家の京言葉 付 近世後期上方語の待遇表現』は、寺
島浩子氏の長年にわたる京言葉研究を、近世後期から現代の京都語への流れを捉える方向へ位置付け、また
明治後半から昭和初期にかけて京都の町家において言語形成をしたインフォーマントの話す自然な京都語や
言語意識などを網羅的、体系的に記録したものである。この論考は2006年11月20日に武蔵野書院から同名で
上梓され、翌2007年度に語彙研究分野で特筆すべき業績を顕彰する「田島毓堂賞」を受賞した。副論文とし
て提出された『明治三〇年代生まれ話者による町家の京言葉分類語彙篇』（武蔵野書院、2010年４月30日）は、
申請論文で取り挙げられた語彙を増補し、また主題的には取り挙げられなかった語彙も含めて、衣類・食物・
住居・道具・自然などから習俗・作法などにわたる日常生活全般にわたる種々の語彙を意義分類方式によっ
て隈無く分類したもので、明治三〇年代生まれの話者の話す京言葉の総合語彙集とでもいうべきものである。
　本論文は、インフォーマントから得られた町家の京言葉についての六部九章と近世後期の話し言葉文献に
よる上方語についての一部四章から構成されている。
　第一部では、「京言葉」の記述の方法、方言の「待遇表現」の体系的記述の方法について論じ、それをも
とに京言葉の人称代名詞について記述する。明治三〇年代に生まれた男性１名、女性３名の４名をインフォー
マントとした足かけ５年、延べ89回にわたる聞き取り調査によること、調査はインフォーマントの自然な発
話を重んじる自然観察法と、調査者が予め質問項目を準備しそれに答えてもらう人為的観察法を組み合わせ
たことが述べられ、この調査で得られたデータにのみ基づいて京言葉の人称代名詞の詳細な記述が行われて
いる。その結果インフォーマントから得られた人称代名詞は、現代の京言葉より近世後期上方語の人称代名
詞の体系に近いことが明らかにされ、多様な人称代名詞群の使用実態がその丁寧度とともに記述されている。
　第二部では、京言葉における「あいさつ表現」が取り挙げられ、「家」を中心にして、家庭内・訪問先の他家・
他所での偶然の出会いという三つの場面での中での表現を記述する。所謂「はる敬語」の「ハル」が、時候
の挨拶のなかで「毎日降ラハル」「ジキニ暗ナッテキヤハル」のように天候などを主語とした文の述語に用
いられることが特徴的であると指摘される。また種々の語を直截に言うのを避けて、表現を柔らかく品位の
あるものにするために「語選び」や「言い回し選び」がなされるという特徴が指摘されている。
　第三部～第四部では、京都の町家の人間関係にかかわる語彙について、検討が行われる。第三部では家族
を含む使用人や出入りの他家の人々を指し示す語彙、第四部では「親族語彙」に限ってその使用実態を記述
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する。インフォーマントたちは言葉を厳しく躾けられたと述懐し、当時存在した家格や階層に相応する言葉
づかいが求められたことが述べられる。その結果これらの語彙が多種多様にわたることが明らかにされる。
特に一家の家長とその妻を指し示す語が非常に多様に分化して用いられていること、また親族語彙の中でも、
夫と妻、特に妻の呼び方が家格や階層に応じて多様であること、家族構成の簡素化や人間関係の単純化・希
薄化に伴って急激にこれらの語彙が減少したことが指摘されている。
　第五部では、京言葉における「幼児語」と子供たちの生活の中で用いられた「おもちゃ・遊び・おやつ・童謡」
などが当時の町家の生活の様子とともに記述され、現代の京都語の幼児語よりはるかに語彙量が多かったこ
とが指摘されている。
　第六部では、「性向語彙」が取り挙げられる。性向語彙とは「地域社会の成員の生まれつきの性格や日頃
の振る舞い、人柄などを評価の観点から捉えて表現する語彙」のことであるが、生活の中での人間の特徴付
けに関する京言葉の語彙が数多く採録されている。インフォーマントから得られた性向語彙を分類・分析し
た結果、仕事が出来ないことに関連する性向語彙（アカンタレ／ドンナヒト／ヌケサク……等）が突出して
多いことを指摘する。
　第七部では、明治後期～昭和初期に先駆ける近世後期上方語の待遇表現、特に命令表現、人称代名詞、動
詞の待遇形式について、近世後期に上方で出版された洒落本を資料として記述・分析が行われる。ここでは
特に近世後期江戸語との対比のもとで記述され、さまざまな表現の中で、話し手の品格保持の形式、同輩や
目下に対しても軽い敬意をもった多様な表現が発達していたことが明らかにされている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、「①近世後期から現代への京都語の流れを捉える方向へ、論を発展させるため。②後のための
記録として、生存者を被調査者とする体系的記述を残しておくため。」（p.10）という二つの目的を高い水準
で達成した労作である。
　①に関しては、従来の京都語研究が共時的な方言研究に終始していたり、京都方言に見出される特徴的な
特定の形式のみを扱っていたのに対して、町家の京言葉を国語史、特に近世後期上方語から現代京都語に連
なる国語史の中に、位置づけた功績は大きい。②に関しては、副論文として提出された『明治三〇年代生ま
れ話者による町家の京言葉分類語彙篇』とともに、インフォーマントから得られた京言葉を丹念に、かつ網
羅的・体系的に記述しており、その記述態度も手堅く、きわめて高い資料的価値を有している。
　このように、本論文が高い評価に値するものであることは、これまでに記してきた点からも明らかである
が、最後にあらためて三点に絞って述べておく。
　本論文の第一部～第六部で記述・分析される町家の京言葉は、「論文内容の要旨」で述べたように、京都
中心部で生まれ育った４名の明治三十年代生まれのインフォーマントを対象に、氏が1981年２月から1985
年７月にかけて行った計89回にのぼる聞き取り調査に基づいている（その時の録音はすべて残されている）。
この調査は、インフォーマントの自然な言葉遣いや語彙が採取できるよう、また語形やその意味を効率よく
知ることの出来るよう工夫されたものであり、十分に客観性が担保されている。これが本論文の高く評価さ
れる第一の点である。
　第二に評価されるのは、町家の日常生活の各場面でごく普通に用いられてきた大量の語彙 ･ 語法 ･ 表現
データが集積され、現在すでに使われなくなった、あるいは失われつつある語彙・語法・表現も多数採録さ
れ、今後再び得ることの出来ない貴重な情報を多く含む精緻な論考になっている点である。今後の京都語研
究、明治以降の国語史研究に必須の基礎的文献であり、資料的な価値がきわめて高いといえる。さらに、そ
の分類記述手法は京言葉の使用実態を反映するように配慮されていて、町家の生活や様々な人間関係のもと
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でそこに生きた人々の言葉遣いが生き生きと記録されている。即ち、言語の地域的・社会的な断面を鮮やか
に記述することに成功しているといえるが、これも特筆されねばならない。
　第三には、第七部で展開されている近世後期上方語の待遇表現・形式の研究を基点とした近世後期上方語
と現代の京都語とを繋ぐものとして、氏が調査し収集した大量の京言葉が実証的に位置づけられている点も
高く評価されなければならない。
　以上、言語史学並びに社会言語学両面にわたって手堅く精緻な記述と分析が認められる優れた研究という
ことが出来る。もちろん、本論文のような実証主義的研究手法の常として、資料的制約から積極的な主張が
避けられた箇所も散見する。しかし、それこそが後進に残された課題であり、本論文の価値を損なうもので
は決してない。
　本論文の審査委員三名は、論文の審査、並びに2017年２月10日に行われた公開論文発表会、口頭試問の結
果、学位申請論文『明治三〇年代生まれ話者による町家の京言葉 付 近世後期上方語の待遇表現』が「博士（言
語学）」の学位を受けるに十分に値すると判断するものである。
